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１．研究計画の概要 
 現代日本社会における社会階層とパーソ
ナリティの関連の研究は重要である。そこで、
日米比較という視点で、過去 30 年の日本人
のライフコースを論じる。その方法は自らが
実施収集した社会調査データを、比較対照の
アメリカにおける社会調査データと比較す
るというものである。 
 比較の結果については、国内外で積極的に
発表し、知見を同分野の学術研究の進展に役
立てる。 
 
２．研究の進捗状況 
 この研究では、計画どおりに 28 年のイン
ターバルをもった長期追跡パネル調査のデ
ータの二次回収し、回収されたデータのチェ
ックと整理を行ない、コーディング、時点間
比較データセット、日米比較データセットの
構築がなされた。 

研究課題としては(1)職業と家族とパーソ
ナリティの関係性の日米の比較、(2)日本人
のものの考え方の変化の把握、(3)中高年期
におけるライフコース変容と意識変容の関
係の解明をめざした。これら全てについて、
基礎分析から、応用多変量解析まで順調に進
めることができた。 

特に、他に類例を見ない貴重なデータをも
って実施された日米比較研究は、共分散構造
方程式モデルを用いた多変量解析の結果を
もとに国際学会での複数の報告を終え、研究
論文の投稿の段階に至っている。 

また研究成果の刊行物としては、全 370 ペ
ージの報告書冊子を作成し、調査の経過と、
学説の整理、基礎分析、応用分析などの一連
の成果をまとめた。この冊子は pdf ファイル

でウェブ上に一般公開している。 
研究成果報告と並行して、調査データの

WEB 上での公開・解析システムを導入した。
まずアメリカの共同研究先から公開の許諾
を得て、日米比較分析が可能なかたちの公開
用のデータセットの作成を完了した。そして
2010 年 1 月に日本語版、英語版の日米比較デ
ータの供用を開始している。 
現在は、研究成果の学会報告のほか、複数

の研究論文の学術雑誌への投稿を進めてい
る。同時に、研究成果を一般書籍等で公開し
ていくために、その草稿をまとめ出版社との
交渉を進めている。 
 
３．現在までの達成度 

① 当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
現在までに、所定の計画の大半が終わって

おり、最終年度に、現在進行している論文投
稿や学会発表を進めていけば、計画は達成で
きる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 原則として、当初の研究計画を予定通りに
進行するが、科学研究費補助金計画の研究計
画最終年度の申請によって、さらに発展した
研究へと展開する計画を立てている。 
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